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議
員
今
回
の
物
価
高
騰
対

策
事
業
は
、
個
人
に
は
農
薬

と
燃
料
の
助
成
が
あ
る
が
、

今
後
も
物
価
高
騰
の
高
止
ま

り
が
続
く
場
合
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
施
策
を
継
続
し
て

い
く
の
か
。

答
現
在
、
国
は
持
続
可
能

な
農
業
生
産
に
向
け
、
生
産

コ
ス
ト
の
上
昇
分
が
適
正
に

農
作
物
価
格
に
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
金

を
は
じ
め
物
価
高
騰
や
農
作

物
価
格
の
動
向
等
を
注
視
し
、

状
況
に
応
じ
適
切
な
判
断
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
産
地
と
し
て
は
、
あ

る
程
度
の
生
産
量
が
必
要
で

あ
り
、
り
ん
ご
、
水
稲
等
の

機
械
は
共
同
利
用
す
る
場
合

が
多
く
、
生
産
基
盤
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
物
価
高
騰

に
よ
り
、
機
械
の
更
新
は
ま

す
ま
す
難
し
く
な
る
た
め
、
補

助
事
業
を
生
産
組
織
で
あ
る

防
除
組
合
に
も
行
い
、
個
々

に
配
分
す
る
よ
り
も
生
産
基

盤
強
化
に
努
め
て
は
ど
う
か
。

答
物
価
高
騰
の
負
担
軽
減

に
対
す
る
事
業
で
あ
り
、
機

械
の
老
朽
化
に
よ
る
単
純
更

新
の
支
援
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
生
産
組
織

の
再
編
や
担
い
手
確
保
、
機

械
の
共
同
利
用
の
広
域
化
な

ど
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

葛
か

西
さい

厚
こう

平
へい
 議員

物価高騰における
農業者支援

質 問 事 項 質問議員 ページ
物価高騰における農業者支援 葛西　厚平 P2
碇ヶ関地域・東部地区の地域振興策 葛西　厚平
弘南鉄道存続へ 葛西　厚平
スポーツ振興対策 小野　　誠 P3
児童生徒の安全安心教育 小野　　誠
学校給食における物価高騰の影響 齋藤　律子
財政運営計画 齋藤　律子 P3
尾上分庁舎大改修 齋藤　律子
クマ対策 佐藤　　保
福祉教育 佐藤　　保 P4
令和５年度の米づくり 佐藤　　保
多死社会と無縁遺骨 北山　弘光
新たな観光資源の発掘及び利活用 北山　弘光 P4
鳥獣被害 桑田　公憲 P5
令和３年度決算の財務状況 葛西　勇人 P5
弘南鉄道への支援計画 葛西　勇人
集会施設の管理及び建築等の取扱基準 葛西　勇人
さるか荘の指定管理 葛西　勇人
有害鳥獣対策 齋藤　　剛 P6
観光行政 福士　　稔 P6
ビジネスケアラー 福士　　稔
物価高騰対策 中畑一二美
奨学金の返還支援 中畑一二美
高齢者支援 中畑一二美 P7
地域活性化 中畑一二美
官民連携事業の取組 中畑一二美
観光基盤整備 石田　昭弘
防犯灯ＬＥＤ化事業 石田　昭弘 P7
商工会の第２庁舎入居 石田　昭弘

平川市の今とこれから

一般質問
　平川市のいろいろな課題等について、議員が市に考
えを聞くのが一般質問。
　全質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目を抜
粋・要約して記載しております。

今回は11名の議員が質問しました

平川市議会会議録

一般質問一般質問の全文は平川市ホームページで読むことができます。
インターネットで「平川市議会　会議録」と検索するかQRコードをご利用ください。

物価高騰により、機械の価格は大きな影響を受けることが
予想されます。

将来につながる補助を
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議
員
市
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
の
実
績
は
。
今

後
の
展
望
は
。

答
推
進
に
つ
い
て
は
、
市

内
に
お
い
て
東
北
大
会
な
ど

を
実
施
し
、
そ
の
時
は
市
内

宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
、
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
な
ど
、
市
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
で
観
光
振

興
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

展
望
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
連
す
る
地
域
資
源
を

議
員
合
併
特
例
債
残
額
の

使
途
に
つ
い
て
、
尾
上
分
庁

舎
の
利
活
用
は
本
庁
舎
建
設

を
決
め
た
と
き
か
ら
の
並
行

し
た
課
題
だ
っ
た
。
合
併
特

例
債
残
額
で
対
処
す
る
こ
と

に
な
っ
た
理
由
は
。

答
事
業
の
必
要
性
や
効
果
、

活
用
可
能
な
ほ
か
の
地
方
債

や
補
助
金
な
ど
の
財
源
を
勘

案
し
た
上
で
毎
年
度
、
財
政

運
営
に
最
も
有
利
に
な
る
よ

う
対
象
事
業
を
選
択
し
、
配

活
用
し
た
観
光
振
興
に
戦
略

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方

自
治
体
の
取
組
を
参
考
に
し

つ
つ
、
観
光
関
連
事
業
者
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し

て
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
令
和
３
年
度
で
平
川

市
た
け
の
こ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
終
了
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
一
役
を
担

え
る
こ
と
か
ら
、
名
称
を
残

し
て
新
た
に
平
川
市
陸
上
競

分
を
決
め
て
い
る
た
め
で
す
。

議
員
昨
年
度
の
財
政
運
営

計
画
の
説
明
で
は
、
合
併
振

興
基
金
は
令
和
７
年
度
で
取

崩
し
、
公
共
施
設
等
整
備
基

金
へ
積
む
説
明
で
あ
っ
た
。

今
回
の
計
画
で
は
、
取
崩
し

は
行
わ
ず
、
令
和
９
年
度
ま

で
、
基
金
と
し
て
保
持
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
ね
ぷ

た
展
示
館
の
建
設
に
充
当
せ

ず
、
こ
の
よ
う
な
計
画
の
策

定
と
な
っ
た
経
緯
は
。

技
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答
多
額
な
費
用
が
必
要
な

こ
と
や
、
人
員
の
確
保
な
ど

課
題
が
多
く
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
開
催
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
名
称

や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
こ
だ
わ

ら
ず
平
川
市
陸
上
競
技
場
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
可
否
に
つ
い

て
、
検
討
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
合
併
振
興
基
金
は
、
新

市
建
設
計
画
に
定
め
ら
れ
た

事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
当

で
き
、
ね
ぷ
た
展
示
館
の
建

設
に
つ
い
て
も
充
当
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
新

た
に
財
政
運
営
計
画
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
疑
義
が
生

じ
た
た
め
、
基
金
の
取
扱
い

を
県
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、

基
金
と
し
て
そ
の
ま
ま
造
成

し
て
お
く
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
た
た
め
で
す
。

小
お

野
の

　誠
まこと
 議員

スポーツ振興対策

齋
さい

藤
とう

律
りつ

子
こ
 議員

財政運営計画

議会ｍｉｎｉコラム 栃木県鹿沼市議会行政視察受入
令和６年１月17日　栃木県鹿沼市議会総務常任委員会のみなさまが選挙管理
委員会による「投票率向上の取り組みについて」を視察されました。

一般質問

平川市陸上競技場財政運営上、最も有利となるよう事業を進めます。

スポーツツーリズム
推進を

財政は大事な局面にある
と思います
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議
員
尾
上
分
庁
舎
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
子
育
て
世
代

だ
け
で
な
く
高
齢
者
も
含
め

た
三
世
代
交
流
や
昔
な
が
ら

の
伝
統
、
文
化
、
芸
術
等
を

伝
授
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者

に
生
き
が
い
を
与
え
ら
れ
る

場
所
も
設
置
で
き
な
い
か
。

答
令
和
元
年
度
か
ら
弘
前

大
学
と
の
共
同
研
究
事
業
と

し
て
検
討
を
開
始
し
、
市
民

参
画
に
よ
る
会
議
等
を
通
し

て
、
新
た
な
利
活
用
方
法
の

基
本
ポ
リ
シ
ー
※
１
を
決
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
全
世
代

が
集
え
る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

施
設
と
し
て
設
計
さ
れ
、
基

本
ポ
リ
シ
ー
が
実
現
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員
全
国
的
に
集
客
力
向

上
の
た
め
、
美
術
館
や
博
物

館
、
飲
食
店
等
を
備
え
た
複

合
施
設
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

猿
賀
公
園
、
盛
美
園
に
近
い

尾
上
分
庁
舎
に
、
当
市
の
歴

史
、
偉
人
の
紹
介
や
遺
跡
か

ら
の
出
土
品
の
展
示
場
所
を

設
け
、
第
３
の
観
光
地
と
し

て
、
観
光
客
が
長
く
滞
在
で

き
る
複
合
施
設
に
で
き
な
い

か
。

答
平
川
市
郷
土
資
料
館
に

縄
文
時
代
か
ら
近
現
代
ま
で

の
民
俗
資
料
や
歴
史
資
料
を

常
設
展
示
し
て
い
る
た
め
、

尾
上
分
庁
舎
内
に
常
設
展
示

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
時
的
に
展
示
で
き
る
場
所

は
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

北
きた

山
やま

弘
ひろ

光
みつ
 議員

議
員
福
祉
と
い
う
言
葉
は

ご
く
限
ら
れ
た
人
が
利
用
す

る
も
の
と
し
て
捉
え
が
ち
だ

が
、
福
祉
を
学
ぶ
こ
と
は

「
ふ
だ
ん
の
、く
ら
し
の
、し

あ
わ
せ
」
を
学
ぶ
こ
と
と
福

祉
関
係
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
。

学
校
現
場
に
お
け
る
取
組
は
。

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
の
た
め
、
市
民
の
豊

か
な
福
祉
観
の
醸
成
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
学
校
現
場
に
お
け
る
取

組
に
つ
い
て
は
、
各
教
科
や

特
別
活
動
を
通
じ
て
教
育
活

動
を
進
め
て
お
り
、
道
徳
教

育
で
は
生
命
の
尊
さ
や
親
切
、

思
い
や
り
、
社
会
科
で
は
社

会
福
祉
に
つ
い
て
の
基
礎
を

学
習
し
て
い
ま
す
。
福
祉
観

の
醸
成
、
地
域
共
生
に
つ
い

て
は
、
民
生
委
員
や
、
ほ
の

ぼ
の
交
流
協
力
員
が
配
置
さ

れ
、
地
域
の
見
守
り
役
と
し

て
、
住
民
相
互
の
日
常
の
重

要
な
つ
な
が
り
役
を
務
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

議
員
第
３
次
平
川
市
福
祉

計
画
に
は
、
計
画
が
具
体
化

さ
れ
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
災
害
の
頻
繁
な
発
生
、

障
が
い
の
あ
る
方
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
も
、

こ
の
力
作
を
市
民
に
向
け
て

の
周
知
が
必
要
で
は
。

答
第
４
次
を
地
域
の
協
議

会
等
に
図
り
な
が
ら
策
定
し

て
お
り
、
市
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

佐
さ

藤
とう

　保
たもつ
 議員

新たな観光資源の発掘
及び利活用 福祉教育

ことば
※１　基本ポリシー
　　　�子ども、若者、子育て世代、働く世代、シニア世代など全ての世代が

気軽に利用し、共存できる場所を創り育てる。

全世代が集えるにぎわいのある施設として設計されます。

尾上分庁舎　　　　
　　　複合施設化を

住みよい福祉のまちを創り上げる取り組みの推進を図って
まいります。

市民が見える形で
実践していただきたい

一般質問
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議
員
今
年
は
、
広
い
範
囲

に
お
い
て
、
ク
マ
に
よ
る
人

的
被
害
、
農
作
物
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。
当
市
の
こ
こ

２
、
３
年
の
ク
マ
に
よ
る
被

害
状
況
と
捕
獲
件
数
は
。

答
令
和
３
年
度
の
被
害
状
況

は
、
人
的
被
害
が
死
亡
事
故
１

件
、
農
作
物
被
害
が
14
件
あ
り
、

被
害
額
に
し
て
約
49
万
円
、
捕

獲
件
数
は
22
件
。
令
和
４
年
度

は
、
人
的
被
害
は
０
件
、
農
作

物
被
害
が
４
件
あ
り
、
被
害
額

議
員
当
市
の
過
去
５
年
間

の
財
政
力
指
数
は
０
．29
と

横
ば
い
で
、
類
似
団
体
平
均

の
０
．41
よ
り
低
い
状
況
に

あ
る
。
こ
の
指
数
が
ア
ッ
プ

で
き
な
い
当
市
の
課
題
は
。

答
財
政
力
指
数
ア
ッ
プ
の

た
め
に
、
ま
ず
税
収
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

当
市
は
第
一
次
産
業
が
基
幹

産
業
と
い
う
地
域
性
か
ら
、

新
た
な
税
収
を
確
保
す
る
こ

と
が
一
番
の
課
題
だ
と
考
え

に
し
て
約
22
万
円
、
捕
獲
件
数

は
23
件
。
今
年
度
は
、
人
的
被

害
が
１
件
、
農
作
物
被
害
が
20

件
で
、
被
害
額
に
し
て
約
84
万

円
、
捕
獲
件
数
は
55
件
と
い
う

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
鳥
に
よ
る
農
作
物
に

対
す
る
被
害
状
況
と
被
害
防

止
対
策
の
取
組
は
。

答
被
害
に
つ
い
て
は
、
り

ん
ご
農
家
の
方
か
ら
被
害
を

受
け
た
と
い
う
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
害
防

て
お
り
ま
す
。

議
員
税
収
ア
ッ
プ
に
向
け

て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組

を
重
点
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
財
政
力
指
数
ア
ッ
プ
に

は
企
業
誘
致
が
一
番
の
策
で

あ
り
ま
す
が
、
企
業
誘
致
は

土
地
確
保
な
ど
の
様
々
な
課

題
が
あ
り
、
実
現
は
容
易
で

は
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、

農
業
、
商
工
分
野
を
中
心
に

各
種
の
補
助
事
業
を
展
開
し

止
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

鳥
を
追
い
払
う
た
め
の
対
策

用
品
を
農
家
個
人
が
購
入
し
、

以
前
か
ら
も
生
産
現
場
で
は

使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
。
現
状
で
は
、
引
き

続
き
農
業
者
の
皆
様
の
自
助

努
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
効
果

的
な
対
策
の
情
報
収
集
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
は
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
て

い
く
取
組
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
、
産
業
振
興
に
係
る
基

本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
中
心
に
、
幅
広
い
分
野

の
産
業
を
振
興
し
、
し
っ
か

り
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
仕
事
づ
く
り
に
よ
り
、
税

収
の
増
加
に
努
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

桑
くわ

田
た

公
きみ

憲
のり
 議員

鳥獣被害

葛
か

西
さい

勇
はや

人
と
 議員

令和３年度決算の
財務状況

果実だけでなく樹木にも被害を与えています。機械化が進む当市基幹産業

農作物も被害を
　　　　受けています

６次産業化に
　　　期待しています

一般質問
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ことば
※２　ウインチ
　　　�重量物の吊上げ、運搬に使用する機械。設置容易で移動ができる

電動式のものもあります。

議
員
さ
る
か
荘
の
指
定
管

理
を
観
光
協
会
へ
移
行
す
る

動
き
に
つ
い
て
伺
う
。

答
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
を
絡
め
た
活
用
に
よ
る

利
用
者
の
増
加
と
組
織
の
強

化
が
図
ら
れ
、
市
全
体
の
観

光
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
関
係
す
る

団
体
と
調
整
を
進
め
、
議
会

へ
の
上
程
を
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
指
定
管
理
者
の
公
募

は
行
う
の
か
。

答
令
和
６
年
度
以
降
は
非

公
募
の
方
針
で
す
。
指
定
管

理
者
制
度
の
枠
組
み
の
中
で

の
手
続
を
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
猿
賀
公
園
一
帯
を
活

用
す
る
戦
略
を
策
定
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
現
在
は
、
津
軽
地
域
14

市
町
村
に
よ
る
Ｃ
ｌ
ａ
ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
津
軽
と
い
う
、
津

軽
地
域
一
帯
を
観
光
さ
せ
る

取
組
を
し
て
お
り
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
や
、
古

く
か
ら
あ
る
も
の
を
見
せ
る

観
光
に
限
ら
ず
、
新
し
い
も

の
を
作
る
な
ど
、
様
々
な
視

点
を
入
れ
な
が
ら
、
市
全
体

の
観
光
行
政
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

議
員
市
全
体
を
網
羅
し
た

観
光
振
興
で
あ
り
、
継
承
す

る
の
は
観
光
協
会
で
あ
る
べ

き
と
考
え
る
。
今
後
と
も
、

観
光
行
政
に
対
し
て
は
、
観

光
協
会
を
軸
に
、
市
が
て
こ

入
れ
を
し
て
い
く
形
を
望
む
。

福
ふく

士
し

　稔
みのる
 議員

議
員
ク
マ
の
対
応
は
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
て
お
り
、
中
核

を
担
っ
て
い
る
の
が
地
元
の

猟
友
会
で
あ
る
。
猟
友
会
は
、

新
規
の
入
会
者
が
少
な
く
、

年
々
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。
実
施
隊
と

し
て
活
動
し
た
際
の
報
酬
制

度
や
猟
友
会
へ
の
補
助
金
制

度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
捕
獲
活
動
や
、
わ
な
の

見
回
り
活
動
報
酬
と
し
て
、

１
時
間
当
た
り
１
千
円
を
支

給
、
猟
銃
の
弾
や
、
わ
な
に

仕
掛
け
る
餌
、
巡
回
時
の
車

両
燃
料
に
か
か
る
活
動
経
費

と
し
て
、
猟
友
会
ご
と
に
年

間
１
人
１
万
円
を
人
数
分
支

給
し
て
い
ま
す
。

議
員
限
ら
れ
た
人
員
で
活

動
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、

ド
ロ
ー
ン
の
提
供
や
免
許
取

得
に
対
す
る
支
援
、
捕
獲
後

の
ク
マ
の
移
動
を
円
滑
に
行

う
た
め
の
ウ
イ
ン
チ
※
２
等
を

導
入
す
る
こ
と
な
ど
、
有
効

と
な
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
ド
ロ
ー
ン
の
提
供
や
資

格
取
得
費
用
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
予
定
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
要
望
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ウ
イ
ン
チ
等
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
来
年

度
の
協
議
会
予
算
に
３
セ
ッ

ト
分
を
計
上
す
る
方
向
で
考

え
て
い
ま
す
。

齋
さい

藤
とう

　剛
たけし
 議員

観光行政 有害鳥獣対策

一般質問

主力観光コンテンツの１つである盛美園

観光協会を軸に、
　　市がてこ入れを

捕獲されたクマ

クマの被害が
　　多く発生しています
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議
員
在
宅
介
護
へ
の
紙
お

む
つ
代
支
援
の
事
業
内
容
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
給
実
績
は
。

答
介
護
用
品
支
給
事
業
は
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
在
宅

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
へ
の
経
済
的
支
援
を

目
的
と
し
、
要
介
護
４
以
上

の
方
を
対
象
に
、
紙
お
む
つ

等
の
購
入
に
使
用
で
き
る
１

か
月
当
た
り
６
，２
５
０
円
分

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
す
る

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令

議
員
平
成
26
年
11
月
に
防

犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
10
年
以
上
の
高
寿

命
に
加
え
て
消
費
電
力
も
少

な
い
こ
と
か
ら
、
維
持
管
理

費
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
町

会
に
説
明
が
さ
れ
た
。
し
か

し
、
平
成
28
年
の
完
成
の
年

か
ら
33
台
に
不
具
合
が
生
じ
、

令
和
５
年
９
月
30
日
現
在
で
、

累
計
交
換
灯
数
３
，８
４
５
灯

中
、
１
，０
７
０
灯
が
故
障
、

不
具
合
発
生
率
は
27
．８
％
で

和
４
年
度
実
績
は
18
人
の
対

象
者
に
対
し
、
延
べ
１
４
８

件
、
９
２
２
，１
０
２
円
分
の

介
護
用
品
の
支
給
を
し
て
い

ま
す
。
在
宅
介
護
を
支
援
し
、

ご
家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る

観
点
か
ら
、
交
付
金
の
支
援

が
得
ら
れ
な
く
と
も
一
般
財

源
に
て
本
事
業
を
継
続
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
以
外

の
方
へ
の
対
象
拡
大
は
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

あ
る
。
不
具
合
・
故
障
の
原

因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

答
調
査
、
検
証
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
原
因
の
特
定
に

ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

不
点
灯
の
原
因
の
１
つ
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
積
雪
、

凍
結
に
よ
る
も
の
で
、
点
滅

セ
ン
サ
ー
が
動
作
し
な
い
状

況
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
令
和
７
年
で
完
成
か

ら
10
年
と
な
る
。
10
年
以
上

経
過
す
る
と
、
経
年
劣
化
な

議
員
お
ひ
と
り
さ
ま
支
援

の
取
組
状
況
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答
高
齢
者
実
態
把
握
事
業
、

通
い
の
場
の
設
置
・
運
営
支

援
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
作
成
講
習
会
、
総
合
相
談

支
援
事
業
の
４
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
も
独
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
々
の

支
援
に
、
着
実
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ど
に
よ
り
今
以
上
に
不
具
合

や
故
障
の
発
生
が
想
定
さ
れ

る
。
維
持
管
理
に
関
し
て
、

市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕

件
数
の
増
加
、
電
気
料
金
の

値
上
げ
等
に
よ
り
、
街
灯
の

維
持
管
理
を
行
う
町
会
等
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度
を

め
ど
に
市
で
の
一
括
管
理
と

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

中
なか

畑
はた

一
ひ

二
ふ

美
み
 議員

高齢者支援

石
いし

田
た

昭
あき

弘
ひろ
 議員

防犯灯LED化事業

一般質問

介護用品引換券結露している防犯灯

施設に預けない家族の思いに
寄り添っていただきたい

経年劣化による不具合・
故障の発生が想定されます
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12月定例会
議　　案　　名 結 果

平川市議会議員の請負の状況の公表に関する条例案 可決
西十和田トンネル（仮称）の早期建設を求める意見書の提出について 可決
議員の派遣について（２件） 可決
平川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（３件） 同意
平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市空家等及び空地の適切な管理に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市特別会計条例の一部を改正する条例案 可決
平川市手数料条例の一部を改正する条例案 可決
平川市ひとり親家庭等医療費給付条例及び平川市営住宅管理条例の一部を改正する条例案 可決
平川市運動施設条例の一部を改正する条例案 可決
平川市津根川森牧野の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
平川市古懸コミュニティ浴場の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
平川市尾上駐車場の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
令和５年度平川市一般会計補正予算（第７号）案 可決
令和５年度平川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案 可決
令和５年度平川市介護保険特別会計補正予算（第２号）案 可決
令和５年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計補正予算（第２号）案 可決
令和５年度平川市学校給食センター特別会計補正予算（第１号）案 可決
令和５年度平川市水道事業会計補正予算（第４号）案 可決
令和５年度平川市下水道事業会計補正予算（第２号）案 可決
令和５年度平川市原田財産区一般会計予算案 可決
平川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 可決
令和５年度平川市一般会計補正予算（第８号）案 可決

２月臨時会
議　　案　　名 結 果

平川市教育委員会教育長の任命について 同意
平川市教育委員会委員の任命について 同意
平川市手数料条例の一部を改正する条例案 可決

令和５年12月定例会・令和６年２月臨時会
審 議 議 案 と そ の 結 果（ 抜 粋 ）

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等
水
木
　
悟
志

葛
西
　
厚
平

小
野
　
　
誠

北
山
　
弘
光

葛
西
　
勇
人

山
谷
　
洋
朗

中
畑
一
二
美

石
田
　
昭
弘

石
田
　
隆
芳

工
藤
　
秀
一

福
士
　
　
稔

佐
藤
　
　
保

原
田
　
　
淳

桑
田
　
公
憲

齋
藤
　
　
剛

齋
藤
　
律
子

結
　
果

平川市簡易水道事業給水条例及び平川市
小規模水道事業給水条例の一部を改正す
る条例案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　－：採決に加わらなかったもの　議長（石田隆芳）は採決に加わっていません

平川市議会会議録

各議案の詳細はこちら
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　令和６年１月７日、平川市文化センターにお
いて、平川市二十歳の成人式が開催され、石田
隆芳議長が出席し、二十歳を迎えた皆さまにお
祝いの言葉を送りました。

　西十和田トンネル（仮称）の早期建設を求め
るため、令和５年12月21日に青森県庁を訪問
し、意見要望活動を実施しました。

　令和６年２月２日、平賀駅前の飲み屋をア
ピールするイベント、第34回平賀はしご酒ま
つりの開催にあたり、議長がお祝いの言葉を述
べました。イベント当日は、多くの参加者がお
店をはしごして盛り上がりました。

　令和６年２月１日、グリーンパレス松安閣
（黒石市）で開催された第２回津軽南市町村議
会連絡協議会定期総会、津軽南市町村選出県議
会議員との懇談会に、石田隆芳議長、葛西勇人
副議長が出席しました。懇談会では、各市町村
の課題につ
いて、地区
選出県議会
議員への要
望が行われ
ました。

議長が行く！

議 会 あ れ こ れ

　青森県内の市議会議長で組織される青森県市議会議長会では、
退会した会員に対し感謝状を贈っています。このたび、桑田公憲
議員に前議長として感謝状が贈られ、12月定例会の開会日に感
謝状の伝達が行われました。

桑田 公憲 議員

平川市二十歳の成人式

西十和田トンネル（仮称）に
関する意見書を提出

第34回平賀はしご酒まつり

津軽南市町村議会
連絡協議会定期総会・
県議会議員との懇談会

感　謝　状
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議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です。６月15日

請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　石　田　昭　弘
副委員長　中　畑　一二美
委　　員　小　野　　　誠
　　　　　北　山　弘　光
　　　　　山　谷　洋　朗
　　　　　佐　藤　　　保

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-55-5792
（事務局直通）

提出方法はこちらから▶

令和６年 第２回定例会は
6月4日からの予定

開会は10時です
傍聴席の定員は33名

傍聴して　　
　　みませんか
市本庁舎４階へお越しください

フレイル予防、子どもに興味を抱
かせる展示・運営、本県上空を通
過するミサイルへの安全対策

コンテナホテルの活用、地産
地消給食、歴史的町並みを活
用したまちづくり

●参加議員／小野　誠議員、石田昭弘議員、工藤秀一議員
　　　　　　福士　稔議員、佐藤　保議員、桑田公憲議員

●参加議員／水木悟志議員、葛西厚平議員、北山弘光議員
　　　　　　山谷洋朗議員、石田隆芳議員、齋藤　剛議員
　　　　　　齋藤律子議員
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未
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二
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匝
瑳
、千
葉
県
匝
瑳
市
、香
取
市

子どもに興味を抱かせる展示、
運営について

本県上空を通過するミサイル
我々のできる対策とは

地産地消給食 歴史的町並みを活用した
まちづくり

　１月16日から18日にかけて千葉県と東京都
で実施しました。柏市のフレイル予防対策では、
健康寿命を延ばし、住み慣れたまちで生活を営
める地域社会について研修し、当市導入に向け
意見交換しました。
　日本科学未来館における展示、運営について
は、いかにして企画し、展示を設けるかを研修
し、尾上総合支所の有効活用に向け意見交換し
ました。
　防衛省及び内閣官房職員によるミサイル対策
勉強会では、自衛隊
の果たす役割、避難
時の安全確保を研修
し、我々のできるこ
とについて意見交換
しました。

　１月23日から25日にかけて千葉県で実施し
ました。匝瑳市では、実際にコンテナを活用し
たホテルに宿泊し、観光及び災害時の宿泊施設
としての活用について検討しました。また、学
校給食センターでは、栄養教諭や管理栄養士に
よる給食指導や、地元食材の利用率向上方法に
ついて意見交換しました。
　香取市では、歴
史的町並みを活用
したまちづくりに
ついて研修し、地
域資源を活用した
まちづくりによる
観光誘客について
意見交換しました。

市議会では、まちづくりの参考、政策立案の実現に向
け、先進地事例を学ぶため視察研修を行っています。
市政の重要課題について分析や理解を深め、執行
機関の監視機能の強化を図るため研修した内容を
報告します。

議員研修
　　視察報告

フレイル予防に取り組むまち コンテナを利用した宿泊施設

編集後記
　令和６年１月１日の石川県能登地方を震源とする大
規模な地震により、お亡くなりになられた方々に謹ん
でお悔やみを申し上げますとともに、被害に遭われた
皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　当市では、２月10日平川市文化センターで令和５年
度の市及び教育委員会による表彰式が行われました。今
年度も文化・スポーツにおける多くの児童生徒の活躍が
あり、保護者の皆様におかれましても、お子様の凛々し
い姿に慶びもひとしおかと思います。また、３月は卒業
シーズンとなります。これまで培ってきた経験を生か
し、さらに飛躍されますこと願っております。
　市民の皆様におかれましては、インフルエンザ等に
は留意され健康第一に過ごされますよう心からお祈り
申し上げます。� （小野　誠）

ひらかわ市民クラブ 美郷会・日本共産党合同研修

発
行
／
平
川
市
議
会
　
編
集
／
平
川
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
036-0104　

青
森
県
平
川
市
柏
木
町
藤
山
25番

地
6

こ
の
印
刷
物
は
10,700部

作
成
し
、
印
刷
経
費
は

1部
あ
た
り
約
21.5円

で
す
。

2024.3.15　
№
73

平
川
市
議
会
だ
よ
り

議
会HP


